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十文字西地区交流センター長

（兼）公民館長 近 孝夫

西地区のみなさんお元気ですか。

日本では、旧暦８月を葉月（はづき）と呼び、現在では新暦８月の別名として用

いております。葉月の由来にはいろんな説がありますが、木の葉が紅葉して落ちる

月「葉落ち月」、つまり「葉月」であるという説が有名であります。他には稲の穂

が張る「穂張り月（ほはりづき）」という説や、雁が初めて来る「初来月（はつき

づき）」という説や、南方からの台風が多く来る「南風月（はえづき）」というい

ろいろな説があります。

最近、大変気になることに民主主義そのものが標的になった安部元総理の銃撃死

亡事件、さらに、コロナ患者が大都市や観光地で増加傾向にあることです。加えて、

世界各国のイデオロギーの相違がもたらすいがみ合いによる政治経済の不安定化で

あります。「人類すべてに平和が確保され」「地域の皆様と共に安心安全な生活」

を早く取り戻したいものです。

～ 偉人の言葉に学ぼう ～
◆心に響く「論語」より

「子曰く、徳は孤ならず、必ず鄰りあり。」
～ 徳のある者は決して孤立することなく、必ず仲間が現れるものだ。～

《意味》どんなに金儲けが上手でも、いくら権力を持っていても、品性・人格に欠ける

人物には真の仲間や協力者はできない。人が寄ってくるのは財産や権力が目当

てで、その効力が薄れれば皆離れてしまう。

●平成3年4月1日より植田・睦合公民館が「十文字西公民館」として活動する。

藤島館長は23年まで。館長代行に代わり18年以降は主事1名を置く。
＜年度＞ ＜館長＞ ＜館長代行＞ ＜担当職員＞

平成 3年～ 近 亮二 高橋勇幸・畑山雅一

平成 8年 信太勢二 高橋勇幸・畑山雅一 十文字地域局職員

平成 9年～ 藤島昭吾 高橋勇幸・畑山雅一

＜年度＞ ＜館長＞ ＜主事＞ ＜担当職員＞ ＜主な出来事＞

平成１８年 藤島昭吾 近 洋

平成１９年 藤島昭吾 近 洋 十文字地域局職員

平成２０年 藤島昭吾 近 洋

平成２１年 藤島昭吾 近 洋 川越健一郎 ★植田ミニバス女子全国大会出場激励会

平成２２年 藤島昭吾 近 洋 川越健一郎 ★公民館の地区交流センター化が話題

平成２３年 藤島昭吾 近 洋 遠藤 博已 ★地区交流センター化に向けた検討会実施



★ふるさと歴史探訪 ～吉乃鉱山の歴史について～ ７月１７日（日）

西成瀬地区交流センター長の季子和春さんのガイドで吉乃鉱山跡地を見学した後、センターを

訪問し、展示されている鉱石等数々の資料を観賞し、季子さんの講話を通じ鉱山の歴史について

学んできました。身近にある歴史遺産に触れ、参加者全員満足された様子でした。

地区民大運動会を

中止します
十文字西地区交流センター事業の一環である地区民大運動会が、植田、睦合の両小学

校閉校のため、今年度は旧西中グラウンドを会場に、両地区合同の運動会を計画し準備

を進めて来ましたが、全国的なコロナウィルス感染者急増の状況下での開催は難しく、

主催の運営協議会では中止せざるを得ないと判断しました。運動を通じ仲良く楽しみな

がら交流することを目的とした運動会です。次回開催の折にはご協力をお願いします。

✿夏真っ盛り。今年こそは活動範囲を

広げられるかと思っていたらコロナ感

染者の急増…。なかなか落ち着きませ

んね。２回目の土用丑の日は８月４日。

体調を管理しつつ、滋養の有る食事を

楽しみながらこの夏を

乗り切りたいものです。

（事務局）


